
目 的

真珠養殖水域として産業上重要な英虞湾において, 水

質, 底質調査を実施することで環境の現状を記録し, 長

期的な汚染監視に役立てる｡ なお, この調査は英虞湾汚

染対策協議会の委託によるものである｡

方 法

平成��年８月２日 (夏季調査) および平成��年��月３

日 (冬季調査) に英虞湾の��測点 (図１) において水質

調査を, また, 平成��年８月１日に水質調査と同じ測点

において底質調査を実施した｡ 調査項目, 測定機器, 分

析方法は以下のとおりであった｡

水質調査

水温 (℃), 塩分, クロロフィル (μｇ��) ；アレッ

ク電子 �����	�
��

酸素量 (
���)；��������	�

��；������ �－��

濁度 (���)；���� ���
 !"#社 ����Ａ

��４
�, ��２
�, ��３
�, $�４
$；����%���

���社 �����������

���；アルカリ法

底質調査

採泥；エクマンバ－ジ式採泥器, 表層３!
を試料

とした｡

酸化還元電位；������ �
&��

��；������ �
�

���；アルカリ法

��(�'�, 全硫化物) ；検知管法

�� (全炭素), �� (全窒素), �� (有機炭素)；ヤ

ナコ �� ��������
&��

結果および考察

夏季に実施した水質調査の結果を表１－１(１－２に

示した｡ 水温は, 表層 (０ｍ) では��)*～��)	℃であり,

底層 (�
�
) では��)	～�+)�℃であった｡ 表層の水温

は, �,)+, �,)��等湾奥の測点で高く, �,)�+, �,)��等湾

口付近の測点で低い傾向を示した｡ 塩分は, 表層では

��)&～��)�であり, 底層では��)	～�*)-であった｡ 河川

水の影響を強く受ける�,)-, �,)&等においても表層塩分

の大幅な低下は見られなかった｡ 底層の酸素量は�,)	,

�,)�-および�,)�&で３
���以下の貧酸素状態であった｡

例年, 多くの測点の底層で貧酸素状態が観測されるが,

今年度は湾奥に位置する測点においても３
���以上

に維持されるところが多かった｡ 水産研究部が別途実施

した酸素量のモニタリングにおいても, 今年度は例年に

比べ６～８月の底層の酸素量が高く維持されたことが示

されており, ８月２日に実施したこの調査もこの傾向を

反映したものとなっている｡ ���は�,)	, �,)�-および

�,)�&の底層で５μＭ以上の比較的高い値が見られ, これ

ら以外は１～２μＭ前後の値であった｡ 夏季水質調査に

おける���は, 例年, 湾奥測点の底層で高く, 湾奥の

表・中層や湾口測点では低い傾向が見られるが, 本年度

は湾奥の底層においても低かった｡ このことは湾奥で酸

素量が低下しなかったこととあわせて本年度の特徴であっ

た｡ $�４
$は�,)�の底層を除いて１μＭ以下であり,

�)�μＭ以下の低い値も多く見られた｡ ���は湾奥部で

相対的に高い値が見られた｡ 透明度は昨年度の調査時に

比べて高く, 湾口付近の測点では��ｍ以上のところも見

られた｡

冬季水質調査の結果を表２－１, ２－２ に示した｡

水温は表層では��)+～��)�℃であり, 底層では�*)�～
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図１ 英虞湾測点図
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����℃であった｡ 水温は湾口付近で高く, 湾奥で低い傾

向が見られた｡ 塩分は表層では����～����であり, 底層

では����～����であった｡ 酸素量の観測値の範囲は���～

���	
��であった｡ �
�は����～����μＭ, ��４��は

����～����μＭであった｡ �
�と��４��の最高値はいず

れも湾奥河口に位置する����の表層の値であった｡

底質調査結果を表３に示した｡ 水産用水基準 (����年,

日本水産資源保護協会) では, ��(���) と���の分

析値を用いて底質汚染度を３段階に評価する手法を提案

している｡ すなわち, ��≦���(	
�
) かつ���≦��

(	
�
) を ｢正常泥｣, ��≦���かつ���≦��で正常泥

にあてはまらないものを ｢初期汚染泥｣, ��＞１または

���＞��を ｢汚染泥｣ としている｡ この手法により本

年度の分析結果を解析したところ, �����は ｢正常泥｣,

�����と �����は ｢初期汚染泥｣, 他の��測点はすべて

｢汚染泥｣ と評価された｡ 湾口に近い�����, ��, ��を

除く��測点が ｢汚染泥｣ と分類される結果は近年の結果

と同様であった｡ しかし, 例年複数の測点で ��が

４	
�
を越える高い値を示すのに対し, 本年度は

４	
�
を越える測点は見られなかった｡ このことは,

前述のとおり, 底層の酸素量が例年より高く保たれ,

��の蓄積が少なかったことによると考えられた｡

この事業は, 漁場環境の長期的な監視を目的に��年以

上継続され, 多くの資料を蓄積してきた｡ この事業で得

られた観測結果のうち, 底質項目に関して解析を実施し,

その結果を ｢英虞湾における底質汚染の現状と近年の進

行状況｣ として三重県科学技術振興センター水産研究部

研究報告に掲載した｡ また, 水質項目に関しても, 現在

解析を進めている｡ 一方, ����～����年の水質・底質の

調査結果を資料集 (データ��) に編集し, 関係機関に

配布した｡ 今後は, 調査項目, 調査手法, 測点の配置等

について再検討することも必要と考えられる｡
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表３ 底質調査結果 (Ｈ13年８月１日)


